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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2015年２月12日に提出した第67期第３四半期（自　2014年10月１日　至　2014年12月31日）四半期報告書の記載事

項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであ

ります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第４　経理の状況

１　要約四半期連結財務諸表

要約四半期連結財務諸表注記

9　金融商品

(3)公正価値の階層

③経常的にレベル３で測定する金融商品の調整表

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部　【企業情報】

　第４　【経理の状況】
　　 １　【要約四半期連結財務諸表】

　　　　　　　 【要約四半期連結財務諸表注記】

　　　　　　　　　 9　金融商品

　　　　　　　　　　 (3)公正価値の階層

　　　　　　　　　　　 ③経常的にレベル３で測定する金融商品の調整表

　

（訂正前）

　③ 経常的にレベル３で測定する金融商品の調整表

経常的にレベル３で測定する金融資産の第３四半期連結累計期間の期首から期末までの変動は次のとおりで

あります。

(単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2013年４月１日
至 2013年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2014年４月１日
至 2014年12月31日)

期首残高 7,022 7,396

利得及び損失合計 79 416

 純損益 14 94

 その他の包括利益 65 323

購入 218 246

売却 － △169

決済 △39 △74

期末残高 7,280 7,816

   

第３四半期累計期間末に
保有している資産について
純損益に計上した未実現損益の変動

△71 △4

 

 

(注) １ 利得及び損失に含まれる純損益は、四半期決算日時点の純損益を通じて公正価値で測定する金融資産に

関するものであります。これらの損益は「金融収益」および「金融費用」に含まれております。

２ 利得及び損失に含まれるその他の包括利益は、四半期決算日時点のその他の包括利益を通じて公正価値

で測定する金融資産に関するものであります。これらの損益は「その他の包括利益を通じて測定する金

融資産の公正価値の純変動」に含まれております。

３　経常的にレベル３で測定する金融負債については、該当がありません。
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（訂正後）

　③ 経常的にレベル３で測定する金融商品の調整表

経常的にレベル３で測定する金融資産の第３四半期連結累計期間の期首から期末までの変動は次のとおりで

あります。

(単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2013年４月１日
至 2013年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2014年４月１日
至 2014年12月31日)

期首残高 7,022 7,396

利得及び損失合計 79 258

 純損益 14 94

 その他の包括利益 65 164

購入 218 246

売却 － △10

決済 △39 △74

期末残高 7,280 7,816

   

第３四半期累計期間末に
保有している資産について
純損益に計上した未実現損益の変動

△71 △4

 

 

(注) １ 利得及び損失に含まれる純損益は、四半期決算日時点の純損益を通じて公正価値で測定する金融資産に

関するものであります。これらの損益は「金融収益」および「金融費用」に含まれております。

２ 利得及び損失に含まれるその他の包括利益は、四半期決算日時点のその他の包括利益を通じて公正価値

で測定する金融資産に関するものであります。これらの損益は「その他の包括利益を通じて測定する金

融資産の公正価値の純変動」に含まれております。

３　経常的にレベル３で測定する金融負債については、該当がありません。
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